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キッズ・ゾーンの設定の推進について（依頼） 

 

平素より、内閣府及び厚生労働省の行政に対する御理解・御協力を賜り、厚く御

礼申し上げます。 

去る５月に、滋賀県大津市において、保育所外の移動中に園児が交通事故により

亡くなるという大変痛ましい事故が発生し、その後も度々子どもが被害者となる交

通事故が発生しております。 

政府においては、相次ぐ交通事故の発生を受け、「昨今の事故情勢を踏まえた交

通安全対策に関する関係閣僚会議」を開催し、６月 18 日に「未就学児等及び高齢

者運転の交通安全緊急対策」を決定したところです。 

当該対策に基づく施策として、保育所等が行う散歩等の園外活動の安全を確保す

るため、今般、小学校等の通学路に設けられているスクールゾーンに準ずるキッズ・

ゾーンを創設するとともに、「平成 31 年度厚生労働省交通安全業務計画」の改訂を



 

予定しています。キッズ・ゾーンを設定する目的や手順等は下記のとおりですので、

各市町村（認可外保育施設にあっては、都道府県、指定都市又は中核市。以下「各

市町村等」という。）におかれましては、キッズ・ゾーン創設の趣旨についてご理

解いただくとともに、地域の実情に合わせ、キッズ・ゾーンの設定についてご検討

いただくようお願いいたします。また、今回のキッズ・ゾーンの創設に当たっては、

（警察庁、国土交通省が出す通知等）により、各道路管理者及び都道府県警察に対

しても周知されているところですので、各機関と連携いただくようお願いいたしま

す。 

なお、都道府県におかれましては、管内市町村（特別区を含む。）に対する周知

をお願いいたします。 

 

 

記 

 

（１）キッズ・ゾーン設定の目的 

 キッズ・ゾーンの設定は保育所、地域型保育事業所、保育所型認定こども園、地

方裁量型認定こども園、認可外保育施設（企業主導型保育事業を含む。）、児童発達

支援（医療型を含む。）事業所等（以下「保育所等」という。）が行う散歩等の園外

活動等の安全を確保するため、 

・保育所等の周辺で園児等に対する注意をすべきという意識の啓発 

・関係機関の協力により、特に配慮する必要がある箇所に対しての安全対策の一層

の推進 

・それによる、保育所等の周辺の道路における自動車の運転手等に対する注意喚起 

を行うことを目的とするものである。 

 

（２）キッズ・ゾーン設定の手順 

 キッズ・ゾーンの設定に当たっては、①キッズ・ゾーンの範囲を設定した上で、

②キッズ・ゾーン内における具体的な交通安全対策を実施することとする。 

 

① キッズ・ゾーンの範囲の設定 

市町村等においては、管轄内の保育所等の周囲半径 500 メートルを原則とし

て、対象の保育所等、道路管理者及び都道府県警察と協議の上、キッズ・ゾー

ンを設定する。なお、「未就学児が日常的に集団で移動する経路の交通安全の

確保の徹底について」（令和元年６月 18 日府政共生 160 号・府子本第 172 号・

府子本第 174 号・元教参学第９号・子少発 0618 第１号・子保発 0618 第１号・

障障発 0618 第１号内閣府政策統括官（共生社会政策担当）付参事官（交通安

全対策担当）、内閣府子ども・子育て本部参事官（子ども・子育て支援担当）、

内閣府子ども・子育て本部参事官（認定こども園担当）、文部科学省総合教育



 

政策局男女共同参画共生社会学習・安全課長、厚生労働省子ども家庭局総務課

少子化総合対策室長、厚生労働省子ども家庭局保育課長、厚生労働省社会・援

護局障害保健福祉部障害福祉課長連名通知）による緊急安全点検（以下「緊急

安全点検」という。）時に構築した体制等既存の枠組みがある場合は、これを

活用することが望ましい。 

キッズ・ゾーンの範囲は、地域の実情に応じて柔軟に設定すべきものであり、

散歩コースの経路等に鑑み、範囲を変更することが可能である。 

なお、保育所等が近接することによりキッズ・ゾーンの範囲が重なる場合に

ついても、それぞれの保育所等につき、キッズ・ゾーンの範囲を設定すること

とするが、キッズ・ゾーンが重なった範囲において、同一の交通安全対策（後

述）をとることがありうる。 

 

② キッズ・ゾーンにおける交通安全対策の実施 

キッズ・ゾーンを設定したのち、保育所等を管轄する市町村等の保育担当部

局等が中心となり、道路管理者、都道府県警察等と協力しつつ、キッズ・ゾー

ンの範囲内で実施するエリア対策等といった具体的な交通安全対策を検討す

る。 

交通安全対策の具体策については、緊急安全点検や「保育所等における園外

活動時の留意事項について」（令和元年６月 21 日厚生労働省子ども家庭局総務

課少子化総合対策室、厚生労働省子ども家庭局保育課連名事務連絡）等で確認

した箇所を中心に、保育所等を管轄する市町村等が必要と判断した箇所につい

て講じることとする。 

この際、緊急安全点検で危険箇所とされた箇所を中心に、優先度が高い箇所

から取組みを進めることが重要である。また、その具体策について、後述する

キッズ・ガードの配置の積極的な推進など、ソフト面での対応を検討するほか、

ガードレールの設置等のハード面や交通規制面での対応の可否については、道

路管理者、都道府県警察と協議の上で検討する。 

具体策の実施に当たっては、近隣住民の意向なども踏まえ、地域の実情に即

して対応することが必要である。近隣住民との調整に際しては、保育所等を管

轄する市町村等の保育担当部局等が中心となり、道路管理者及び都道府県警察

と協力しつつ、調整を行う。 

 

（具体的な交通安全対策の例） 

・キッズ・ガードの配置 

 保育体制強化事業（※）により、保育支援者が保育所外等での活動において見

守り活動を行い、子どもが集団で移動する際の安全確保を図る。 

（※）園外活動時の見守り等といった保育に係る周辺業務を行う者（保育支援者）

の配置の支援を行い、保育士の業務負担の軽減を図る制度。 



 

 

・路面の塗装等による注意喚起 

  散歩コースの安全点検の結果等を踏まえ、散歩コース箇所等に「キッズ・ゾー

ン」の文字を路面に塗装し、未就学児童が通行する可能性があることを自動車

の運転手等に周知する。また、大津市においても同様の取組みを行っていると

ころ。 

 

（３）キッズ・ゾーンを設定する際の留意事項 

 キッズ・ゾーンの設定を検討している箇所が既にスクールゾーンとして設定され

ている場合は、混乱を招かないよう、原則、既存の交通安全対策を優先させる。な

お、スクールゾーンは朝夕の登下校時間に限って対策を行っている場合もあること

から、日中に行われる保育所等の園外活動等について更なる交通安全対策が必要な

場合は、別途対策の必要性を検討する。 

 なお、キッズ・ゾーンの設定に先駆けて、教育委員会、幼稚園等及び小学校等が、

道路管理者及び都道府県警等の協力を得て実施しているスクールゾーンの設定の

枠組みや取組みが既にある場合には、それを参考にすることが考えられる。 

 また、こうした協議体制を構築するに当たっては、各自治体で行われている「通

学路の交通安全の確保に向けた着実かつ効果的な取組の推進について」（平成 25 年

12 月６日文部科学省、国土交通省、警察庁連名通知）に基づく各教育委員会や道路

管理者、都道府県警察による推進体制の枠組みを参考にすることも考えられる。 

 


